
9月 27日（月）大崎産業会館にお

いて、従来の大崎上島ネットを見直

し 10 月 17 日（日）より新たにスタ

ートする「かみじまネット」の説明

会を開催しました。 

広島県社会福祉協議会の丸山課長

をお迎えし「かみじま劇団」（県社協

職員と大崎上島町社協職員）による

寸劇を交えながら、ちょっとした困

り事のお手伝いを助け合う活動「か

みじまネット」を紹介しました。 

〒725-0401  広島県豊田郡大崎上島町木江５－９   

社会福祉法人 大崎上島町社会福祉協議会（ＴＥＬ ６２－１７１８） 

ホームページ http://www.syakyo.net/ 



 

輪投げ，シャッフルゴルフ，ボーリングセット， 

まとあてゲーム，唱歌カルタ，十二支ビンゴ，･･･ 

（詳しくは、各支所へお問い合わせください） 

協力者の歯科衛生士梅木ちひろさんから“お口のトーレーニング”、 

有田由里さんから“音楽（歌）＋ガンバルーン体操”、小川テツコさんから“音

楽とぬり絵”を、それぞれ実際に楽しみながら学びました。 

また、サロンの活動に活かせるよう、社協が所有しているレクリエーション

道具の紹介もしました。 

サロンのメニューが広がっていくのではないでしょうか。 

 

９月９日（木）、木江保健福祉センター

で「ふれあいサロン協力員研修会」を開

催しました。日頃、各地域サロンでお世

話していただいている方５３名が集まり

ました。 

皆さんの共通の悩みは「どうしたらサ

ロンの参加者に楽しんでいただけるか」

でした。 

 

 大崎上島町内には２３カ所のふれあいサロンがあります。みなさんの地

域で開催されているサロンをご存知ですか？ 

 「わたしも出かけてみようかな」と思ったら、さっそくお近くの社協へ

ご連絡ください。 

新しい仲間や笑顔に出会えますよ･･･。 



“話がごちそう”

をテーマにした 

活動が･･･ 

大串レッドレディース

が受賞しました！ 

８月２０日（金）、地域振興や地域の活性化に顕著な功績のあった団体を表彰する「広島県

いきいき地域づくり賞」の表彰式が県庁において行われました。 

この賞は、自主的な地域づくり活動により、地域振興や地域活性化に貢献している団体を表

彰し、地域分権の担い手となる地域づくり活動の促進を図るため、昨年度創設され今年度は９

団体が表彰されました。 

９月１７日（金）「よってみんさい屋 大串」で祝賀会が行われ、地域の皆さんと受賞の喜び

を分かち合いました。 

 

 

 

１０月２日（土）「湯崎英彦の宝さがし」で、空き家を活用した地域住民の交流サロン「よ

ってみんさい屋 大串」に湯崎知事が来られました。部屋に入りきれないほど多くの人たち

が集まり、地域がひとつになって歓迎しました。 

１０月４日（月）、テレビで県政知事懇談会（視察）の様子が放映され、知事は大崎上島

町の宝は「生き様が語られる“おせっかいな町”」と表現されました。 

これからも、前向きな気持ちをもって島のよいところを守っていきましょう。 

 



キーワードは！！ 

『互
ご

近
きん

助
じ ょ

づきあい』 

9月末から 10月初めにかけ、東野地区で

「地域福祉座談会」を開催いたしました。 

今回は、22年度重点事業として“小地域福

祉活動推進事業”と、10月から始まる“オ

ール広島ささえあいネット事業「かみじま

ネット」”についての説明を行い、その後Ｄ

ＶＤで事業説明をしました。 

皆さん熱心に見てくださり、大変わかり

やすかったと、アンケートにご意見もいた

だきました。 

 

【 東部地区 】 

外表・鮴崎・垂水 

【 西部地区 】 

上組・下組・矢弓・大田・脇之浦 

【 中部地区 】 

古江・盛谷・白水・小原 

 地域包括支援センターからは、ある

家族の事例をもとに、地域の方の何げ

ない一言・声かけの大切さに気づいて

いただきました。 

  
「遠くの子どもより 

互近助さん」 

 
「明日は 

わが身！」 

 

～ たくさんのご参加ありがとうございました～ 



外出を嫌い、家か

ら出なくなり閉

じこもる。 

地域包括支援センターのページ 

《相談窓口・問い合わせ》                    

大崎上島町地域包括支援センター （ 担当： 谷本 小松 石田 ） 

大崎上島町木江５-９（木江保健福祉センター内） ６７－００２２ 

 

 

 

 

などなど・・認知症になるといろいろな症状がでます。まちがった対応のしかた

で行動障害（問題行動）に進行する場合があり、そうなると支援する家族は疲れ果

ててしまいます。適切な支援が認知症状の改善を可能にしますので早い時期に専門

医に相談されることが大切です。  

地域包括支援センターでは、地域に出向き認知症予防について学習会をしていま

すので、機会がありましたら是非ご参加ください。もちろん個別の相談にも対応し

ます。 

認知症になっても、心穏やかに生活を送ることによって、症状が落ち着き、

住み慣れた地域での生活が可能になります。 
 

夜中に部屋に

人がいると訴

える。 

外出すると、

道に迷う。 

トイレの失敗があ

る。 

言葉が荒く、すぐ怒

ったり、涙ぐんだり

する。 

ひどいもの忘れが

あり、泥棒が入ると

訴える。 

買い物に行っても同

じものをたくさん買

ってくる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一般寄付】 

・匿名（２名様） 

【香典返し】 

・明石  高本 徳人 様（故母 ヒサエ 様） 

・原田  射場 敏子 様（故夫 勝男 様） 

・中野  河田 一夫 様（故母 セツコ 様） 

・東野  望月 秀人 様（故母 濱田美代子 様） 

・ 〃   岡崎 将己 様（故父 啓造 様） 

 

お寄せいただいたご寄付は、福祉のまちづくり推進のため、有効に活用させていただきます。 

在宅で介護をされているご家族（介護者）の方を

対象に、心身のリフレッシュを目的とした小旅行を

企画しました。是非ご参加ください。 

【日 時】 平成 22年 11 月 12日（金） 

       島内（白水港） 出発  ８時１５分 

       島内（白水港） 帰着 １７時２０分 

【場 所】 廿日市市 宮島（厳島神社・弥山など） 

【参加費】 ３,０００円 

【申込み】 10 月 27日までに社協本所・各支所へ直接 

      お申込みください。電話でのお申込みも受け

付けております。（６４－４１７８） 

在宅介護者リフレッシュ交流事業は

共同募金配分金により実施します。 


